
Ⅰ．はじめに

　近年のきのこ産業は，価格低下を主要因として厳しい状況にあ

り，生産者にとっては，生産コスト低減のための単位当たり生産

量の増大，形質の安定化などが課題となっている。このような中

で，新しいきのこ類の商品化についても大きな期待が寄せられて

いる。筆者は，従来からそのボリュウム感や味覚から優秀な食用

きのことされてきたヌメリスギタケ����������	�
���の人工栽培

化，商品化の研究に取り組んでいるが，その中で，低コストも考

慮した適正培地の開発が重要な項目である。本きのこについては，

ブナ鋸屑を基材とする培地での栽培は早くから可能であったが，

コストが高く産業的生産には結びつかなかった。そこで，安価に

手に入る材料を利用しての栽培技術を検討したところ，商品化の

可能性を見いだすことができたので，その内容について報告する。

なお，本研究は当センターの西尾美智代，池田眞由美両氏の協力

によるところが大きい。ここに深く感謝の意を表する。

Ⅱ．試験材料と方法

　培地基材として，製材鋸屑や剪定枝のチップなど比較的手に入

りやすい木質材料を中心に，畜産飼料等も利用するために，それ

らのC，Nの含有量を分析し，またそれらに栄養材を添加した培

地を調製・滅菌したものについてC，N含有量と pHの測定，お

よびそれらの培地でのヌメリスギタケ二核菌糸体成長調査を行っ

た。またスギを基材とした培地について熱水抽出物添加培地での

菌糸体成長調査と，栽培瓶中の水分バランスの調査を行った。

　基材としたのは，鋸屑がスギ，ヒノキ，専用に製造（タイム

リー社製おがこ製造機）したチップがクヌギ，コナラ，クリ，ソ

メイヨシノ，アラカシ，ブナ，ユリノキ，ケヤキ，ツバキで，ほ

かにスギについて綿実殻，コーンコブを２０％ずつ加えたもの（以

下スギ培地），コーンコブを２０％加えたものとし，栄養材として

は米糠を２０％添加した。これらの培地を混合し，含水率約６５～

６８％となるように水道水を加え，８５０ml びんに５５０g詰めて，

１２１℃６０分間の高圧滅菌を行った。C，Nの含有量はこれら滅菌後

の培地を，乾燥器内で絶乾にした後ミキサーで粉砕し，０．５mm

メッシュの公式ふるいで篩ったものについてC ／Nコーダ

（YANAKO MT－７００）で分析し，対乾重比％で表した。pH測定

は，滅菌後の培地に２倍量のイオン交換済み蒸留水を加え，攪拌

して２４時間静置後再び攪拌して，pHメータにより測定した。また，

各樹種培地別二核菌糸体成長速度の測定については，上記培地を

２５mm試験管に２５gずつ，培地長さ１２０mmになるように詰めて

１２１℃，３０分間の高圧滅菌を行った。これにあらかじめPDA平板

培養しておいたヌメリスギタケ（FPF－１３）菌糸体コロニーの

先端から５mmディスクを打ち抜き，試験管床面中央に接種した。

その後経時的に試験管縦方向の菌糸体伸長量を４方向について測

定した。

　スギ培地の成分的な菌糸伸長速度への影響を検討するために

オートクレーブ後の培地２５ml に蒸留水を加えて５０ml にメスアッ

プし，攪拌して２４時間静置した。この溶出液をNo．２ろ紙でろ過

した上清液を PDA培地に添加して培地調製を行った。添加量は

５％（PDA９５ml ＋溶出液５ml），同様に１０％，２０％，１００％（原

液＋１．６％寒天）とし，対照区として蒸留水１０％添加区と無添加

区を設定した。これらをオートクレーブ（１２１℃，２０分）後，

９０mmシャーレに１２ml ずつ分注した。ヌメリスギタケ（FPF－

９９８）のコロニー先端から打ち抜いた５mmディスクを接種後，

２０℃インキュベータで暗培養を行い，経時的にコロニーの直角２

方向直径をノギスで測定した。

　スギ培地の物理的効果を検討するために，培地調製，　オート
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ヌメリスギタケの商品化をめざして，適正な栽培培地を得るために，安価で手に入れやすい１１樹種の木質材料を中心とした培地を調製し，

C，Nの含有量，培地 pHを測定検討した。木質材料だけでは樹種間において特にNの含有量に差がみられるが，米糠を２０％混合するこ

とにより培地全体としては差がなくなり，また，コーンコブの添加は pHを高める効果のあることがわかった。このことを利用して安価

に手に入るスギ鋸屑については，さらに綿実殻を添加することにより栽培瓶内の水分バランスが均一に近づくことがわかった。この培地

は栄養成分的にはヌメリスギタケ菌糸体成長促進効果は他の樹種に劣るが，培養期間を１０週程度にすることにより，びん当たり１５０g以

上の収穫を得ることができ，本きのこの生産に利用できることがわかった。

速　報



クレーブ後，接種前の水分分布を測定した。床面，床面から３分

の１，３分の２，底面の４カ所の培地の生重を測定した後，乾燥し

て絶乾重量を測定し，含水率（湿量基準）を求め，部位別に比較

した。

　スギ培地によるヌメリスギタケ栽培試験を行った。スギ，綿実

殻，コーンコブ，米糠を容積比で２：１：１：１（絶乾重比で

１２．５％，６．６％，６．７％，７．２％），含水率約６７％になるように水道

水を加えて調製し，８５０ml ブナシメジびんに５５０g，８００ml ナメコ

びんに５００gずつ詰めた。前者にはウレタンフィルター付き空気

孔６穴キャップ，後者には STキャップを用いた。１２１℃，６０分

のオートクレーブ後一昼夜放冷し，接種前の含水率を測定した。

予め同様の培地で培養しておいたヌメリスギタケ種菌（FPF－

１３）を各びん当たり１３～１５gずつ接種し，室温２２．５℃，湿度６５％

の培養室で暗培養を行った。７２日間培養後，菌掻き（ぶっ掻き），

注水（びん口まで約４０ml）を行い，３時間後に排水して，室温

１４℃，湿度９５％以上（９５％＋加湿器１０L ／５m２・日）の発生室で

子実体形成を行った。子実体は５分開傘で採取し，直ちに生重量，

柄数をびん１本毎に，子実体形質については１試験区当たり９０～

１２０本の傘径，傘厚，柄長，柄径（ヒダ付き部，最大部）を測定

した。

Ⅲ．結果と考察

　C，N含有量について，米糠を混合しない代表的な一部の樹種

のものを表－１に，各培地のものを pHを含めて表－２に示す。

米糠を混合しないスギ，ヒノキは，Nの含有量が低いが，各培地

のC，Nについて顕著な差がみられない。このことは米糠でタン

パク質を補うことにより，Nが均一化されるものと考えられる。

pHについては，各培地に顕著な差はみられないが，コナラ，ク

ヌギ，クリ，ケヤキ，ツバキでやや低く，ユリノキと，スギに綿

実殻，コーンコブを加えたもので比較的高い値であった。コーン

コブが pH上昇に影響していると考えられる。ヌメリスギタケの

菌糸体成長のための至適 pHは５．５～７．０付近にあり（�）これら

は適性であると考えられる。

　試験管に詰めた培地での菌糸体成長試験では，各培地間に差が

みられた（図－１）。クヌギ，ブナの培地で２．５mm ／日以上の良

好な成長がみられ，ツバキでは１．３mm ／日と大きく劣り，スギ・

綿実殻・コーンコブではやや劣った。このことからこの培地では

培養期間を長くする必要があると考えられる。

　スギ・綿実殻・コーンコブ・米糠の培地は安価で手に入るた

め，　有用な培地であると考えられた。この培地の栄養源として

の効果をみるための，熱水抽出物添加 PDA培地での二核菌糸体

成長比較（図－２）では，５％，１０％，２０％添加では対照区より

やや成長がよく，これら３試験区内では添加濃度間に殆ど差がみ

られなかった。抽出物のみの培地では，初期成長が劣るものの，

培地活着後は急速な成長を示した。このことから，本培地は栄養

源的にやや効果があると認められた。また，綿実殻の添加効果と

して，水分バランス調整効果を考え，種菌接種前の部位別含水率

を比較した結果（図－３）では，綿実殻，コーンコブ添加区は，

米糠のみ添加区に比べて床面と底面の差が小さく，上下の水分バ

ランスを良くしていると考えられた。スギ鋸屑は，粒子間の自由

水が移動しやすく，培地調製後，水分の下降が大きいものと考え

られる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　スギ・綿実殻・コーンコブ・米糠の培地によるヌメリスギタケ

栽培試験結果（図－４，５）では，ナメコびんとブナシメジびんの

両方ともブナ・米糠培地に収量が劣るが，ナメコびんでは５００g

詰め区が，ブナシメジびんでは５００～５５０g詰め区がいずれも１５０g

以上の収量があった。５５０g当たり培地材料費が，スギ培地はブ

ナ培地の約３分の１（前者約３円，後者約９円：２０００年福岡県内

価格）であることを考慮に入れると，本培地はヌメリスギタケ生

産の培地として有用であると考えられる。発生子実体の形質調査

結果を図－６に示す。８００ml ナメコびんと８５０ml ブナシメジびん
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表－２．各培地のC，N含有率（絶乾重比）と pH

pHN％C％

５．５２０．９９４４．０８コナラ＋こめぬかA

５．３２１．０３４４．６１クヌギ＋こめぬかB

５．１７１．０２４４．３０クリ＋こめぬかC

５．６４１．１２４４．９３サクラ＋こめぬかD

５．５８０．８７４４．４２アラカシ＋こめぬかE

５．５６０．８２４４．４８ブナ＋こめぬかF

５．７８０．９７４３．８１ユリノキ＋こめぬかG

５．５１０．９２４４．３４ケヤキ＋こめぬかH

５．５２０．９７４５．３６ツバキ＋こめぬかI

５．７４１．０３４４．８２スギ　＋こめぬかJ

５．７４１．０４４５．９２ヒノキ＋こめぬかK

５．８４１．１５４４．２９スギ＋綿実穀＋コーンコブ＋こめぬかL

５．８５０．９８４４．０５スギ＋コーンコブ＋こめぬかM

各培地には２０％のこめぬかを混合
Lは綿実穀，コーンコブ，こめぬかをそれぞれ２０％混合
Mはコーンコブ，こめぬかをそれぞれ２０％混合

表－１．各鋸屑のC，N含有率（乾重比％）

NC樹種

０．２５４５．５１スギ

０．２５４４．４３ヒノキ

０．７０４５．２１クヌギ

０．６８４５．３４ユリノキ



について，それぞれの形質を比較すると，傘径，傘厚，柄径につ

いては両者に差はみられないが，柄の長さにおいて，ブナシメジ

びんが長い。このことについては，商品として出荷する場合，　

柄を２割カットする必要があるので柄の長い方が形上有利である

と考えられる。
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図－１．ヌメリスギタケの培地基材別二核菌糸体成長
（２４℃　７０％）

図－２．熱水抽出物添加 PDA培地でのヌメリスギタケ菌糸体成長



（２００１年１１月２０日　受理）
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図－３．びん培地における含水率の分布（対床面比％）
　　　　S ／R：スギ鋸屑＋米糠
　　　　S ／C ／C ／R：スギ鋸屑＋綿実殻＋コーンコブ＋米糠

図－４．ヌメリスギタケ（FPF－１３）培地詰め重別収量
　　　　８００ml ナメコびん　培養７２日　２FI. B：ブナ

図－５．ヌメリスギタケ（FPF－１３）スギ木粉培地詰め重別収量
　　　　８５０ml ブナシメジびん　培養７２日　２Fl. B：ブナ培地

図－６．培養瓶別ヌメリスギタケFPF－１３形質比較（１Fl.）


